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そらち自然
ほろしんの森の森づくりを舞台に、1

ノマドワ ー カ ーやワ ーケ ー ションを通じて町外の人を呼び込み、

さまざまな自然体験などの事業を通じて町内の人との交流を生み出し、

そこから r新しい価値」を創出する活動、 “ノマドビレッジ” を目指しています。

／マドピレッジを生打出そう！
埴域牝イ／パ ー ションを生む

ほろしんの森の

森ご火りのイメ ..::::... ジ ＊印のものは事例紹介あり

発 信
ツアー販売・自然学校活動
ECサイト・ブランド構築

イノベーション
商品・プログラム

産業・暮らし

― 
基本情報の収集 環境管理

参加者のデザイン 交流の促進
マッチング 各種研修会の開債

プログラム・商品の販売
知財管理 地域ルールづくリ

／マドピレッジの仕組iJ-t

ネットワ ー ク
交流事業
クラブ化

参画

ノマドワーカー・既存住民
クラウドファンディング

そらち自然学校は、学習のコアとなるコーディネート組織の役割を持ちます。
また、この森づくりで生まれる地域資源を活用する参画者（ノマドワ ーカ ー ）の
募集を行うために、地域情報の発信や参加のデザインを行います。
次の段階では、ノマドワ ー カ ーと地域住民、の交流を促し地域と触れ合い、そこ
から学びが生まれるマッチングをしていきます。その中で生まれたプログラム
や商品などを販売し、知財の管理し、さらに地域外に発信することで新たな参
画が生まれるのです。
そらち自然学校は、こうしたサイクルを維持・管理します。

ノマドワ ー カ ー と沼田町、 どんなイノベ ー ションが
生まれるのか？ 一例をこ紹介！

有休草地x農品加工品残漬X畜産
沼田トマト羊の生産と町民参捕による育成事業

有休草 地を活用し、沼田の特産
品であるトマトジュ ー スの残漬
を餌にし、沼田トマト羊の生産
と育成を行う。また、一部育成は
町民にもお願いをし、ブラン ド
力を高める。販売拠点をつくる。

ヽ・
雷X森づくりX有

寒冷地、 雪対応ダン

リサイクル率95％のダン
ボー ルを活用してエコな
イベン トドー ムの雪の耐
久、積雪地帯の利用を調
査、研究を 行い、北海道 の
生産販売拠点をつくる。

森の整備で出てくる木の
小枝。なかなか良い使い
道がなく、捨て られたり
放置されてしまうことが
多い素材です。そんな木
の小枝を使って、スプー

ンを作ってみませんか？
幼児をはじめ、どなたで
も簡単に「使えるスプー

ン」を手にすることがで
きます。

所要時間： 1時間
定貝 最大20人
内容 小枝の断面に穴を開け、そこにステンレスのスプーンを

差し込み、固定します。
金額 2,0CO円（税抜） ※薪割りを1時間やってくれたら500円引き1

春から夏にかけて、ほろ
しんの森の下草を食べて
くれた羊たちを、ありが
た＜羊肉としていただき
ます。熱源 は、も ちろん
ほろし ん の 木で作っ た
薪。一片の 肉 も、骨も無
駄にせず全てを頂戴する
貴重な1日です。

所要時間：5時間(10----15時）
内容：飼育した羊肉を使った料理作り体験と試食
金額：10,000円（税抜） 定貝：10名
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